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第2004回 2025年3月11日（火）

本日、3月11日は、私たち日本人にとって決して忘れることのできない日です。
2011年に発生した東日本大震災から、早くも14年が経ちました。あの日、私た
ちは未曾有の自然災害に直面し、多くの尊い命が失われました。ここに改めて、
被災されたすべての方々に哀悼の意を表するとともに、今もなお復興に尽力され
ている方々に、心より敬意を表します。

会長挨拶

ワンコインニコニコ
３月１１日 2,466円
累計 47,764円

震災を経験した私たちは、助け合い、支え合うことの大切さを深く学びました。ロ
ータリークラブとしても、これまで災害支援や復興活動に継続して取り組んでまい
りました。支援の形は変わっても、その志は変わりません。今後も私たちは、地域
社会や被災地に寄り添い、少しでも力になれるよう行動を続けてまいります。

また、3月はロータリーの「水と衛生月間」です。安全な水の確保と衛生環境の整備は、世界共通の
喫緊の課題であり、特に災害時にはその重要性がより一層際立ちます。東日本大震災の際も、水道
や衛生インフラが機能せず、多くの方々が不自由な避難生活を余儀なくされました。現在でも、世界に
は清潔な水にアクセスできない人々が数多く存在し、命に関わる状況に置かれています。
私たちロータリアンにできることは、こうした課題を他人事とせず、自分たちの課題として捉え、国際社会
に目を向けながら、持続可能な支援のあり方を模索し、実行していくことだと考えています。身近な地
域での活動を土台にしながら、グローバルな視点で奉仕の心を広げていくことが、今、私たちに求められ
ていることではないでしょうか

そして、いよいよ3月25日には、当クラブの創立45周年記念行事が開催されます。この大きな節目を
迎えられることを、心から嬉しく思うとともに、今日に至るまでクラブの礎を築いてこられた先輩方に、深い
感謝の意を表します。私たちは、その歴史を大切にしながら、次の世代へとその精神を受け継いでいく責
任があります。

ニコニコ・お弁当

本日という特別な日に、改めて私たちの原点に立ち返り、地域と世界のために何ができるかを共に考
え、実行してまいりましょう。今後とも、柏南ロータリークラブの活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。



●３月ロータリーレート １５０円
●３月４日 例会出席者 １１名

今後の予定
３月１８日（火）祝日休会
３月２５日（火）創立45周年記念式典・

祝賀会
会場 キャンパスプラザ

まんりょう

本日のゲスト

表彰・お祝い事

【会員誕生日】 齊藤洋子会員

例会日：キャンパスプラザ 会員会館
（廣池学園キャンパス内）

        ＴＥＬ：０４-７１７３-３５５８ 
ＦＡＸ：０４-７１７３-３５５０

【事務局】
〒277-0011 千葉県柏市東上町７-１８

 柏商工会議所会館５０５
TＥＬ：０４-７１６６-３９６３
FＡＸ：０４-７１８６-６２５５
E-mail/
kmrc@kashiwaminami.rid2790.org

法人会員の導入

東京ベイロータリークラブ
金子 高一郎 様

東京銀座新ロータリークラブ
長橋 護様

フリーアナウンサー
岡田 亜紀 様

幹事報告

【ポール・ハリス・フェロー･マルチプル 3回目】
猫田 岳治会員

柏市在住のフリーアナウンサー 岡田亜紀さんが参加されました。岡田さんは地元メディアを中心に活躍
し、地域イベントや講演会の司会などを通じて、地域社会に貢献されています。先日は「こども未来プロジェ
クト」のMCも務めていただき、柏南ロータリークラブ創立４５周年記念行事の祝賀会でも司会をお願いす
る予定です。また、岡田さんの祖父 岡田敏男さんは柏南ロータリークラブ設立に尽力された方であり、その
縁が今も受け継がれています。岡田さんの存在は、地域とクラブを繋ぐ心強い懸け橋となっています。

このたび柏南ロータリークラブでは、会員増強の一環として「
法人会員制度」を導入することについて会長から提案があり、
参加頂いた会員から概ね賛同を頂きました。これは企業や団
体から代表会員1名と補欠会員が所属でき、例会出席や奉
仕活動への参加を柔軟に分担できる仕組みです。

RI（国際ロータリー）には代表会員のみが正会員として登
録され、投票権や役職就任資格も付与されます。これにより、
多忙な士業の方や経営者の方々にも参加しやすい環境が整
い、クラブのネットワーク拡大と新たな仲間づくりにつながることが
期待できます。

会員増強にはさまざまなご意見があるかと思いますが、これま
でのロータリーの伝統と精神を大切にしつつ、新しい形でのつな
がりを歓迎し、未来へとつなげていきたいと願っています。今後と
も皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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